
り，独自の視点や切り口が必要だ．加えて，「阪神淡  

路大震災」や「新宿歌舞伎町火災」などの忌まわしい  

出来事，あるいは「東海地寅」や「富士山噴火」に対  

する不安から分かるように，都市防災研究に対し多く  

の日本国民が関心を寄せている．  

●現在，大学全体は評価損けである．特に，国際学会  

， 英文誌，引用回数などが評佃尺度になりつつある．  

特に，国際貢献が強く求められている．このような時  

期だからこそ反発心も働くのかもしれないが，欧米に  

評佃を委ねるだけではなく，「日本ならではの研究」  

をも評価する懐の深さを本学全に求めたい．機動力の  

あるオペレーションズ・リサーチ分野だからこそ可能  

だと個人的に思う次第である．  （大澤 義明）  

編集後記  

●都市計画において，オペレーションズ・リサーチ手  

法が通用されてきた研究事例の多くが，交通や施設配  

置である．個人的見解であるが，それらと同等に応用  

の可能性が大きいのは，今回の特集である都市防災で  

ある．目的関数や制約条件はむしろ明確であり，地理  

情報システム技術の進歩も相まって，大量の空間デー  

タ処理や表現なども可能である．都市防災研究とオペ  

レーションズ・リサーチ研究との橋渡しが今回の特集  

の意図である．  

●現場があって成り立つ都市防災研究は日本固有の要  

素を多く有している．日本では地震が多いし，住宅の  

多くが木造である．集団心理も欧米とは異なる．その  

ため，欧米に比較研究を求めることはむしろ困難であ  
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